







の特質をより満足のいく形で取り入れた概念を提示することにある｡ そのために我々は,      (    ), (    )流の家計生産アプローチを採用する｡ 周知の通り, 家計生産のアイデ
ィアは,       (    )ならびに    (    )によって提唱され,       は    のフレイ
ムワークに公共財を導入して分析を拡張した｡ このアプローチの考え方は, 家計は ｢家計生産











佐 藤 公 敏
１) 伝統的需要理論に対しては,          (    ), (    )ならびに(    )による ｢特性アプローチ
(                    )｣ という別の研究の流れもあり, その線に沿った研究については, 以下
を参照されたい｡                (    ),      (    ),          (    ),    ′          (    ),                  (    ),       (    ),      (    ),       (    ),         (    ),     (    ),      (    ),              (    ),         (    ),             (    ),                        (    )｡
                                                               
衡平性ならびに公平性の概念に関しては,     (    )及び    (    )が, ｢無羨望衡平性












てはいなかった｡ せいぜい言えることは,         (    )によって導入された中立性(          )という概念を通じて, プロセスが到達する均衡配分のいずれかが    (    )の意味
での公平配分であるということにすぎない｡
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２)         (    )における初期の概念は, もしすべての参加者が配分改訂により便益を受けるな




り                                     ：     と命名されている｡ 尚,      
というのは, 計画プロセスの各時点で展開される        に関わる概念であることを意味してい
る｡ ゲームには他に         というものもある｡     (    )は, 公共財の存在するプロセスに
おける公平性, 中立性, 並びに局所耐戦略性の関わりを明らかにした｡     (    )も参照していた
だきたい｡
                                                               







2.1. 記 号      (    )に従って,  家計(        ), (       ),  私的財(       ),
ならびに 公共財(       ) が存在する経済を考える｡ この経済では私的財ならびに公共
財を家計生産関数に投入することによって,  最終消費財(       ) が生産され, 家計は





ここに   は家計 の私的財 の利用量,   は公共財 の利用量である｡ 即ち, 唯一の公共
財と唯一の私的財が, 最終消費財 の各生産関数にインプットとして入っており, 各投入財が
生産関数に入っている｡ 一般化は第５節で与えられる｡
生産部門は転形関数,         で表現され,            , および          ,
ならびに              である｡ 換言すれば,        は公共財 を生産するのに必要な
私的財の量をあらわす｡ 私的財の生産がないことと, 生産技術に関する正確な情報が計画セン
ターに知られているという通常の仮定を置く｡
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公共財の最適供給量決定の計画プロセスは二重の側面を持っているが, それは,  ) アルゴ




始された｡ 即ち        (    ‒  ),    ′            ′       (    )であり４), この  年間にこの分野は非常な発展を遂げた｡   年代に新たに局所耐戦略性(                      )という特筆すべき性能を持つように再設計され, その特定化定理は,               









































単調性, 中立性, 並びに個別合理的パレート最適への収束性を享受している｡ ではインセンテ
ィヴに関する性能はどうであろうか｡ 元の   プロセスと同様に, マクシミンおよびナッシ
ュの意味でのインセンティヴ・コンパティビリティは直ちに妥当する｡ 更に, 第２節で既に予








他方, 我々のプロセスＱ１と,     のプロセスは, 私的財も公共財も一財づつの場合, 以
下のように修正される必要がある｡
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                                                 




プロセスＱ１とプロセスＱ３の差異は次の通りである｡ ) プロセスＱ３は局所耐戦略的(                  ), 即ち,    ,    の真実報告が
支配戦略である｡ そのために,               (    ), (    )の場合と同じように公
共財          の調整が非線型化され, 社会的余剰が   で再配分される｡ )  ) の最後の事実から中立性は満足されず, 所与の初期配分に対して, 唯一の最終配分













従って,     のプロセスにおいては,      のみならず, 社会的余剰の割当に関する     
公共財経済における衡平ならびに公平配分の達成可能性                                                                                                                                                                                                                                                                 










定理 4.1 プロセスＱ１とＱ２は条件 EPを満足する｡
証明     (    )の定理２の証明におけると同様に, 次の事実が観察できる｡ 即ち
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であり, これはすべての および にとって,             であることを意味する｡
５. 一般化





公共財経済における衡平ならびに公平配分の達成可能性                                            





に見たように, この一般化された場合においても同様に, 単純化された効率性条件が,       
によって導入されている｡
第４節と同様の理由で    に包含される情報は,   および  に関する市場データにより
獲得可能であり, その意味で, 公共財についてのインセンティヴ問題は幸いにも解消する｡     ) 同様の議論で我々は以下の条件に導かれる｡
私的財のための効率性条件
公共財のための効率性条件      による追加的仮定によって, 我々は    の単純化された条件を得ることができる｡
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